
ンケートの件 ンピューターセンター

会合記録
3. 会計関係 広永好伸紛竹中工務店

)内は出席者人数 第 1 四半期収支決算報告の件 本田幸雄長岡技術科学大学

広告委員会 7 月 9 日(火)( 3 ) 4. 会員増強の件 真下剛志ユニチカ紛

モニター委員会 7 月 9 日(火)( 3 ) • 1 広告委員会報告 間測重昭神戸商船大学

編集委員会(OR誌) 2 賛助会員増強の件 八木 武未来経営科学研究所

7 月 10 日(水)(1 1) 5. APORS定款並びに第 1 回会議 青野厚子 アオノソフト開発絢

研究普及委員会 7 月 12 日(金)(1 2) 議事録 北JII 博制日本プラント協会

IAOR委員会 7 月 18 日(木)( 2 ) 6. FMESj学術会議関係 笹森幹雄紛日本能率協会

理事会 7 月 26 日(金 )(18)
入退会

重本晴美 111崎製鉄側

表彰委員会 7 月 30 日(火)( 7) 片岡正昭筑波大学

第 2 周理事会議題 (60.7.26) (学生会員)

(60.7.26) .入会(正会員) 青木義昌早稲田大学

1. 庶務関係 伊藤孝浩東京エレクトロン紛 影山陽一早稲田大学

1-1 第 l 回理事会議事録の件 岩下 基 NTT茨城電気通信研 片岡靖詞早稲田大学

2 支部長会議議事録の件 究所 金巻龍一早稲田大学

3 入退会の件 岩谷直樹東レ紛 坂野達郎東京工業大学

2. 研究普及関係 上藤千城久留米大学 高橋一敏早稲田大学

2-¥ 昭和60年度春季研究発表会終 植木 安武田薬品工業紛 高橋信哉早稲田大学

了報告 荏本孝久神奈川大学 谷口健太郎早稲田大学

2 昭和60年度秋季研究発表会予 香川裕行脚ニッチ 野崎正則東京工業大学

算案並びにプログラム 今野慶一動力炉核燃料開発事業 原 聡早稲田大学

3 第14回シンポジウムのプログ 団 福村直登早稲田大学

ラム予算の件 斎藤良三紛シーエスイー 村岡 徹埼玉大学

4 科研費申請の件 高月 敏晴野村コンピュータシス 矢口範英早稲田大学

5 特別講演会の件 テム紛 安田義郎九州大学

6 第 6 回ORセミナー，定例議 高橋雅弘 日本電気紛 山田和敏九州大学

演会の件 高村明弘山武ハネウエル紛

7 第11期モニター依嘱並びにア 原 芳雄紛日本トラフィ oy !J コ

編集後記砂人間の記憶は時間の経過につれてうすれてゆ 落事故が起ったのである砂誤ちは二度とくり返すまいと

く.永遠に記憶をとどめるにはくり返し学習過程をたど 思っても次々と未知の要素によって恩わぬ事態が発生す

る如く，想い起すことをシステム化することだろう.今 るのが世の常.今月のDSS特集号は定型的な事柄は日常

年もいまわしい戦争体験を想起すべく原爆投下から終結 の活動にしっかりとシステム化し，非定型の事態により

宣言までの一連の記念旬日がやってきた.事もあろうに 柔軟に対処し得るシステムのあり方をめぐって，企業活

このタイム・スパンの最中に史上最悪とし寸飛行機の墜 動に焦点を当てながら現状の総ぎらいを試みた. (M) 
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